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利根川ダム統合管理事務所管内 【平成2９年度 事後評価完了】 

 
■諸元・概要図 

渋滞が緩和された国道17号 

整備後平面図 

平場整備 

整備後断面図 
盛土によるかさ上げ、 

護岸整備 

平場整備 

盛土によるかさ上げ、 

護岸整備 

整備後全体図 
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２．プロジェクトの効果 

 平場を使用した駐車スペースの確保により、湖面利用者による迷惑駐車が解消され、適正な

湖面利用が促進された。 

写真1 迷惑駐車の解消及び駐車スペース利用状況 

河-２ 利根川総合水系環境整備事業（薗原ダム） 

 

ａ）迷惑駐車の解消 

 

１）種々の定量的効果 

ｂ）ダムの維持管理性向上 
 進入路の迷惑駐車が解消されたことにより、ダム巡視などにおける障害もなくなるとともに、ダム

湖満水位時でも流木処理が可能になり、適切なダム管理が実施出来るようになった。 

写真2 流木の引き揚げ状況 

整備前 

整備後 

整備前 

整備後 
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■プロジェクトの投資効果の分析 

  

 費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝ 

 

 

           ＝              ＝ ２．８ 

利根川ダム統合管理事務所管内 【平成2９年度 事後評価完了】 

 

ａ）イベントでの活用 

 

２）その他の効果 

広場や駐車スペースが整備され、老神温泉観光協会等がウォーキングイベントを開催するなど地

域のイベントや防災活動に利用されている。 

ｃ）プロジェクトへの投資効果 

 本プロジェクトの完成により、水源地域の活性化に対する住民（6市1町4村）の支払意思額

（WTP）として、地域が受益する便益：B（Benefit）を想定しており、建設費や維持管理の費用：C

（Cost）に対する投資効果のB/Cは2.8となった。 

ＷＴＰから算定した評価期間（50年）の便益+残存価値 

建設費＋供用後50年間の維持管理費 

９．４億円 

３．４億円 

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）＝ ８．３％ 

イベント時の駐車状況(Ｈ29.5.30点検放流) 

点検放流(Ｈ29.5.30)と来訪者 

ｳｫｰｷﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ ｳｫｰｷﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄの利用状況 

点検放流(Ｈ29.5.30)と来訪者 

写真3 イベントでの活用状況 
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３．プロジェクト実施にあたっての特記事項（コスト縮減） 

 本プロジェクトでは、盛土材を購入土ではなくダム湖内の現地採取土を利用することで、約83.2百

万円のコスト縮減が図られた。 

利根川ダム統合管理事務所管内 【平成2９年度 事後評価完了】 

 

かさ上げ工事での必要土量： V=6.4万ｍ
3  

①新規搬入土の場合：工事費 115.2百万円 （1,800円/m
3
） 

②現地採取土の場合：工事費  32.0百万円 （500円/m
3
） 

                 ②－①＝▼ 83.2百万円 

  

ダム湖内の現地採取土を利用 

４．プロジェクトによって得られたレッスン 

１）適正な湖面利用の拠点整備 

 一つの平場を造成することにより、ダム貯水池適正利用の促進とダム管理の効率化を図り、さらに

流木処理が効率的に行えることにより貯水池の環境が改善でき、ダム貯水池の利用促進に寄与し

た。 
２）プロジェクトを契機とした地域間の連携や活性化 

本プロジェクトで整備した広場の活用により、イベント利用など水源地域の活性化のほか、老神温

泉観光協会や地域住民との連携が強化された。 

５．考察 

【参考資料について】 

本プロジェクトの参考資料については、下記の関東地方整備局のウェブページでご参照

いただけます。 
 

参照URL：https://www.ktr.mlit.go.jp/shihon/shihon00000184.html 

本プロジェクトにより、薗原ダムの維持管理が効率的に行えるとともに、ダム貯水池の適正な利用

の促進につながり、地域連携の場として活用されていると言える。 

本プロジェクトをきっかけに、老神温泉観光協会や地域住民との連携により、今後さらなる利活用

を検討していく。 




